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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年11月19日(2009.11.19)

【公表番号】特表2005-516906(P2005-516906A)
【公表日】平成17年6月9日(2005.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2005-022
【出願番号】特願2003-547407(P2003-547407)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/36     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/08     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/54     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/60     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/94     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 333/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/107    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 493/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 207/36    ＣＳＰ　
   Ａ０１Ｎ  43/08    　　　Ｈ
   Ａ０１Ｎ  43/10    　　　Ｈ
   Ａ０１Ｎ  43/36    　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｄ 209/54    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/60    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 307/94    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 333/50    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 491/107   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 493/10    　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年9月16日(2009.9.16)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
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【化８】

を表し；
　Ｖ１は好ましくは、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１２－アルキル、Ｃ１～Ｃ６－アルコキ
シ、Ｃ１～Ｃ６－アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ６－アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ６－アル
キルスルホニル、Ｃ１～Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ４－ハロアルコキシ、ニトロ、シ
アノ、または場合によってはハロゲン、Ｃ１～Ｃ６－アルキル、Ｃ１～Ｃ６－アルコキシ
、Ｃ１～Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ４－ハロアルコキシ、ニトロもしくはシアノでモ
ノ置換もしくはジ置換されていても良いフェニルを表し；
　Ｖ２およびＶ３は互いに独立に好ましくは、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６－アルキル、
Ｃ１～Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１～Ｃ４－ハロアルキルまたはＣ１～Ｃ４－ハロアルコキシ
を表し；
　Ｚは好ましくは、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６－アルキル、Ｃ１～Ｃ６－ハロアルキル
、Ｃ１～Ｃ６－アルコキシ、Ｃ１～Ｃ６－ハロアルコキシ、ニトロまたはシアノを表し；
　Ａは好ましくは、それぞれ場合によってはハロゲン置換されていても良いＣ１～Ｃ１２

－アルキル、Ｃ３～Ｃ８－アルケニル、Ｃ１～Ｃ１０－アルコキシ－Ｃ１～Ｃ８－アルキ
ル、ポリ－Ｃ１～Ｃ８－アルコキシ－Ｃ１～Ｃ８－アルキル、Ｃ１～Ｃ１０－アルキルチ
オ－Ｃ１～Ｃ６－アルキル、場合によってはハロゲン－、Ｃ１～Ｃ６－アルキル－もしく
はＣ１～Ｃ６－アルコキシ－置換されていても良いＣ３～Ｃ８－シクロアルキル（場合に
より、１個もしくは２個の直接隣接しない環員が酸素および／または硫黄によって置き換
わっていてもよい）を表すか、あるいはそれぞれ場合によってはハロゲン－、Ｃ１～Ｃ６

－アルキル－、Ｃ１～Ｃ６－ハロアルキル－、Ｃ１～Ｃ６－アルコキシ－、Ｃ１～Ｃ６－
ハロアルコキシ－、シアノ－もしくはニトロ－置換されていても良いフェニル、フェニル
－Ｃ１～Ｃ６－アルキルを表すか、あるいは群（Ｉ－１）の場合にＤが水素でなければ水
素を表し；
　Ｂは好ましくは、水素、Ｃ１～Ｃ１２－アルキルまたはＣ１～Ｃ８－アルコキシ－Ｃ１

～Ｃ６－アルキルを表し；あるいは
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子は好ましくは、飽和Ｃ３～Ｃ１０－シクロ
アルキルまたは不飽和Ｃ５～Ｃ１０－シクロアルキルを表し、それは場合によっては１個
の環員が酸素もしくは硫黄によって置き換わっていても良く、場合によってはＣ１～Ｃ８

－アルキル、Ｃ３～Ｃ１０－シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ１～Ｃ８－
アルコキシ、Ｃ１～Ｃ８－アルキルチオ、ハロゲンまたはフェニルによってモノ置換もし
くはジ置換されていても良く、あるいは
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子は好ましくは、結合している炭素原子と一
体となってさらに別の５員～８員環を形成している、アルキレンジイル基（場合によって
は１個もしくは２個の直接隣接していない酸素および／もしくは硫黄原子を含んでいても
良い）またはアルキレンジオキシル基またはアルキレンジチオイル基によって置換されて
いるＣ３～Ｃ６－シクロアルキルを表し；あるいは
　Ａ、Ｂおよびそれらが結合している炭素原子は好ましくは、２個の置換基がそれらがそ
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れぞれ結合している炭素原子と一体となって、それぞれ場合によってはＣ１～Ｃ６－アル
キル－、Ｃ１～Ｃ６－アルコキシ－もしくはハロゲン－置換されていても良いＣ２～Ｃ６

－アルカンジイル、Ｃ２～Ｃ６－アルケンジイルもしくはＣ４～Ｃ６－アルカンジエンジ
イル（場合によっては１個のメチレン基が酸素もしくは硫黄で置き換わっていても良い）
を表すＣ３～Ｃ８－シクロアルキルまたはＣ５～Ｃ８－シクロアルケニルを表し；あるい
は
　Ｄは好ましくは、水素、それぞれ場合によってはハロゲン置換されていても良いＣ１～
Ｃ１２－アルキル、Ｃ３～Ｃ８－アルケニル、Ｃ３～Ｃ８－アルキニル、Ｃ１～Ｃ１０－
アルコキシ－Ｃ２～Ｃ８－アルキル、ポリ－Ｃ１～Ｃ８－アルコキシ－Ｃ２～Ｃ８－アル
キル、Ｃ１～Ｃ１０－アルキルチオ－Ｃ２～Ｃ８－アルキル、場合によってはハロゲン－
、Ｃ１～Ｃ４－アルキル－、Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ－もしくはＣ１～Ｃ４－ハロアルキ
ル－置換されていても良いＣ３～Ｃ８－シクロアルキル（場合によっては１個の環員が酸
素もしくは硫黄によって置き換わっていても良い）を表すか、あるいは場合によってはハ
ロゲン－、Ｃ１～Ｃ６－アルキル－、Ｃ１～Ｃ６－ハロアルキル－、Ｃ１～Ｃ６－アルコ
キシ－、Ｃ１～Ｃ６－ハロアルコキシ－、シアノ－もしくはニトロ－置換されていても良
いフェニルを表し；
　ＡおよびＤが一体となって好ましくは、それぞれ場合によっては置換されていても良い
Ｃ３～Ｃ６－アルカンジイルまたはＣ３～Ｃ６－アルケンジイルを表し、場合によっては
それの１個のメチレン基が酸素もしくは硫黄によって置き換わっていても良く、可能な置
換基はそれぞれＣ１～Ｃ６－アルキル、Ｃ１～Ｃ６－アルコキシまたはさらに別のＣ３～
Ｃ６－アルカンジイル基であり；
　Ｇは好ましくは、塩素、臭素またはニトロを表す。
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